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【 目 的 】 本 研 究 は ， イ ン プ ラ ン ト へ の 即 時 荷 重 が ， イ ン プ ラ ン ト 周 囲 骨 の 代
謝 活 性 動 態 に 及 ぼ す 影 響 を ，高 解 像 度 半 導 体 N a 1 8 F - P E T カ メ ラ を 用 い て 経 時
的 に 評 価 す る こ と を 目 的 と し た ．  
【 方 法 】 本 実 験 は 東 北 大 学 動 物 実 験 専 門 委 員 会 に て 承 認 さ れ た も の で あ る ．
実 験 動 物 に は W i s t a r 系 雄 性 ラ ッ ト ( 1 2 w )を 用 い た ．実 験 群 は モ デ ル 別 に I L 群 、
N L 群 、 B D 群 、 C T R 群 の 4 群 （ 各 群 n＝ 6） と し た ． I L 群 で は ラ ッ ト の 脛 骨
に ， φ 1 . 2  m m の 純 チ タ ン イ ン プ ラ ン ト 2 本 を 脛 骨 の 長 軸 に 対 し て 垂 直 か つ 互
い に 平 行 に な る よ う に 1 3  m m 間 隔 で 埋 入 し た ． 埋 入 し た イ ン プ ラ ン ト に ク ロ
ー ズ ド コ イ ル ス プ リ ン グ を 2 本 用 い て イ ン プ ラ ン ト 埋 入 後 直 ち に 4 . 0  N ( 2 . 0  N
× 2 本 )の 荷 重 を 負 荷 し た ． N L 群 で は I L 群 で 埋 入 し た 2 本 の イ ン プ ラ ン ト の
う ち 、 遠 位 側 の イ ン プ ラ ン ト と 同 じ 位 置 に 1 本 の イ ン プ ラ ン ト を 埋 入 し 、 無
負 荷 と し た ． B D 群 で は N L 群 の イ ン プ ラ ン ト と 同 じ 位 置 に イ ン プ ラ ン ト 埋 入
用 の 下 穴 の み を 付 与 し 、 骨 欠 損 モ デ ル と し た 。 C T R 群 は 無 施 術 で あ る ． 負 荷
は 8 週 間 持 続 的 に 加 え た ．骨 代 謝 活 性 は ，負 荷 開 始 後 1 ,  7 ,  1 4 ,  2 1 ,  2 8 ,  3 5 ,  4 2 ,  
5 6 日 目 に N a 1 8 F  ( 1 m C i / r a t )を 投 与 し ， P E T 像 を 撮 像 し 経 時 的 に 観 察 し た ．
イ ン プ ラ ン ト 周 囲 骨 に お け る 骨 代 謝 活 性 の 評 価 は ， 近 位 の イ ン プ ラ ン ト 周 囲
骨 に 3 次 元 の 関 心 領 域 ( V O I )を 設 定 し て 1 8 F - の 集 積 値 を カ ウ ン ト し ， イ ン プ
ラ ン ト 周 囲 骨 の 骨 代 謝 活 性 を S t a n d a r d i z e d  U p t a k e  V a l u e（ S U V） と し て 算
出 し ， 評 価 し た ． ま た 、 P E T 像 に お け る 解 剖 学 的 位 置 情 報 の 不 足 を 補 う た め 、
C T 撮 影 を 術 後 7 ,  2 8 ,  5 6 日 後 に 行 い 、P E T 画 像 と C T 画 像 の F u s i o n を 行 っ た ．
さ ら に 、 5 6 日 目 の P E T , C T の 撮 影 後 に は 標 本 の 切 り 出 し を 行 い 、 組 織 像 を 作
成 し た ．  
【 結 果 】C T R 群 を 除 く 3 テ ス ト 群 と も に 負 荷 開 始 後 7 日 目 ま で S U V が 上 昇 し ，
2 8 日 目 ま で は 有 意 に C T R よ り も 高 い 活 性 を 示 し た 。そ の 後 は 徐 々 に 下 降 し 平
衡 に 達 し た ．3 テ ス ト 群 の 中 で は I L 群 が N L 群 や B D 群 よ り も 有 意 に 早 く C T R
群 の 代 謝 活 性 と 同 じ レ ベ ル に 回 帰 し た ． こ れ ら の 結 果 は 従 来 の 研 究 で 用 い た
T c 9 9 m - M D P 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ で 見 ら れ た も の と は 異 な る 結 果 で あ る ．  
組 織 像 に お い て は 有 意 な 違 い は 観 察 さ れ な か っ た ．  
【 考 察 お よ び 結 論 】 P E T で 得 ら れ た 骨 代 謝 活 性 の 動 態 と 、 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ
で 観 察 さ れ た 動 態 と の 違 い は ト レ ー サ ー の 骨 付 着 機 序 の 違 い に 起 因 す る と 考
え ら れ る ． こ の P E T と 骨 シ ン チ グ ラ フ ィ で の 動 態 の 比 較 に よ り 、 即 時 荷 重 は
新 生 骨 の 形 成 を 妨 げ る も の で は な く 、 か つ 新 生 骨 の 石 灰 化 を 促 進 す る 可 能 性
が 示 唆 さ れ た ． こ の 示 唆 は 即 時 荷 重 プ ロ ト コ ー ル 策 定 の 一 助 と な る も の と 思
わ れ る ．  
 
 
